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令
和
６
年
６
月
28
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
に
お
い
て
、「
令
和
６
年
度
生
活
学
校・
生
活
会
議
運
動
全
国
大
会
」が

開
催
さ
れ
た
。
全
国
各
地
の
生
活
学
校・
生
活
会
議
な
ど
の
地
域
活
動
に

取
り
組
む
団
体
の
方
や
行
政
関
係
者
な
ど
約
１
１
０
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
主
催
者
と
し
て
公
益
財
団
法
人
あ
し
た
の
日
本
を

創
る
協
会
の
花
木
啓
祐
会
長
が
挨
拶
。
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
の
前
川
紘
一

郎
内
閣
府
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
室
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
全
国
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
の
祝
前
清
美
会
長
、（
公
財
）あ
し

た
の
日
本
を
創
る
協
会
の
榊
誠
理
事
長
が
登
壇
し
た
。

　
続
い
て
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
運
動
推
進
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

今
年
表
彰
を
受
け
た
、
内
閣
官
房
長
官
表
彰
５
名
、
特
別
功
労
表
彰
12

名
、
会
長
表
彰
個
人
の
部
２
名
、
会
長
表
彰
団
体
の
部
３
団
体
の
う
ち
、

表
彰
式
に
は
計
17
名・
団
体
の
方
が
出
席
さ
れ
た
。

　

続
い
て
基
調
講
演
で
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
支
援
局
虐
待
防
止
対
策
課

課
長
補
佐
の
古
藤
雄
一
氏
か
ら「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現
況
」に
つ
い

て
講
演
が
あ
っ
た
。
講
演
の
冒
頭
、
令
和
６
年
６
月
12
日
に
子
ど
も・
若

者
育
成
支
援
推
進
法
が
改
正
さ
れ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
初
め
て
法
律

に
明
記
さ
れ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を「
家
族
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活

上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も・
若
者
」と
し

て
、
国・
地
方
公
共
団
体
等
が
各
種
支
援
に
努
め
る
べ
き
対
象
と
さ
れ
た

こ
と
が
触
れ
ら
れ
た
。
講
演
で
は「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
」「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
気
付
き
、
支
援
に
つ
な
ぐ
に
は
」「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

の
取
組
」「
法
制
化
に
つ
い
て
」を
議
題
に
話
が
あ
り
、
お
住
ま
い
の
地
域

で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
気
付
き
や
具
体
的
な
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
参
加
者
へ
の
期
待
も
込
め
ら
れ
た
。（
講
演
内
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容
は
本
誌
41
～
44
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

続
い
て
、
全
国
運
動「
食
を
通
じ
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」に
つ

い
て
、
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
の
榊
理
事
長
、
藤
田
事
務
局
次
長
、

お
よ
び
全
国
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
の
祝
前
会
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
分
科
会
は
２
つ
の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
、
第
１
分
科
会「
全

国
運
動
の
取
り
組
み
」は
、
当
協
会
よ
り
児
童
虐
待
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
問
題
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
今
後
、
各
地
で
生
活
学
校・
生
活
会
議

が
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

第
２
分
科
会「
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
」は
３
団
体
か
ら
事
例
発

表
が
行
わ
れ
た
。
東
京
都
北
区・グ
リ
ー
ン
リ
ン
ク
生
活
学
校
か
ら
は「
生

ご
み
の
資
源
活
用
モ
デ
ル
事
業
の
提
案
」に
つ
い
て
、
石
川
県
白
山
市・

美
川
生
活
学
校
か
ら
は「
海
洋
汚
染
問
題
へ
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
、
東

京
都
武
蔵
野
市・
ど
っ
ぽ
子
ど
も
ク
ラ
ブ（
生
活
会
議
）か
ら
は「
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
、
地
域
の
自
然
を
楽
し
み
、
学
び
、
守
る
活
動
」を
テ
ー

マ
に
話
が
あ
っ
た
。

　

夕
刻
か
ら
の
交
流
の
つ
ど
い
は
約
70
名
が
参
加
し
、
新
規
開
設
生
活

学
校
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
自
己
紹
介
の
時
間
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
全
国

各
地
の
参
加
者
同
士
、
新
た
な
出
会
い
の
場
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
の
一
人
、
岡
山
県
の
黒
住
さ
ん
は「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
講
演

が
大
変
詳
し
く
参
考
に
な
っ
た
。
地
元
に
持
ち
帰
り
、
改
め
て
メ
ン
バ
ー

で
勉
強
の
場
を
持
っ
た
。
ま
た
、
例
年
以
上
に
若
い
世
代
か
ら
活
発
な
意

見
が
印
象
的
だ
っ
た
」と
話
す
。

　
大
会
の
最
後
に
は「
が
ん
ば
ろ
う
」と
参
加
者
一
同
声
を
上
げ
、
全
国
で

地
域
活
動
に
取
り
組
む
仲
間
同
士
の
繋
が
り
を
実
感
し
、
活
気
に
あ
ふ

れ
た
一
日
と
な
っ
た
。
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